
 
 

 
 
 
 

　 教育目標　 ：　 考える子ども やさしい子ども たくましい子ども 
        

　 校舎に子ども達の元気な声が戻ってきました。ご家族や地域の皆様には、長い夏休み中、お子
 様の見守りや温かいサポートをいただき、心より感謝申し上げます。

　 ２学期の始まりは、子ども達にとって友達や先生に会える楽しみがある一方で、不安や戸惑いを
感じやすい時期でもあります。また、生活リズムの乱れや連日の猛暑で体調を崩しやすい時期でも

 あります。
　 そんな大変な状況の中、汗をかきながらも元気に登校してくれた子ども達。その姿からは、夏休
みで心と体の充電が満タンになったこと、そして、ひと回り成長したたくましさが伝わってきて、本当

 に頼もしく感じました。
 
〔８月２５日　朝の様子〕 

　 充実した夏休みを過ごし、素晴らしいスタートを切った子ども達を、学校全体で温かく見守って
 いきたいと思います。
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　 8２日間と１年で最も長い２学期が始まりま
した。始業式では、右の図を示しながら「１学
期に学んだことを生かし、『自分の力で、前
に、踏み出す』ことが大切だ」と子ども達に伝
えました。このステップが力強ければ、３学期

 にさらに高く、大きくジャンプできるからです。
　 そこで２学期は、子ども達の「自主性」を一
層育んでいきます。目標は、何事も「自分で

 （自分達で）考える」力をつけることです。
　 ご家庭でも、お子さんの成長を認めつつ、
「自分で考え、判断する」時間を与えていただ
ければ幸いです。学校と家庭が手を取り合

 い、子ども達の飛躍を支えていければと思います。

　 真夏の太陽が照りつける中、８月2日の「遊海しんち2025」と８月23日の「しんち観海フェス」
で、新地小学校の子ども達が躍動しました。３年生から６年生までの有志が集い、「新地小よさこ

 い」を力強く披露し、会場は大きな熱気に包まれました。
　 今年は、これまで踊り継がれてきた「よっちょれ」に加え、新たな演目「咲かせや咲かせ」に挑
戦。さらに、歴代 PTA 会長・校長会様から寄贈された「新地小大漁旗」が、子ども達の動きに合わ
せて力強くはためきました。猛烈な暑さにも負けず、元気いっぱいに２曲を踊り切るその姿に、会場

 からは惜しみない拍手が送られました。
 
蒔かぬ種は生えぬ


　 「蒔かぬ種は生えぬ」ということわざがあります。運動会で蒔いた努力の種が、こうして地域の
 舞台で堂々と花を咲かせている様子を目の当たりにし、深く感動いたしました。

　 子ども達を温かく見守り、ご協力いただいたご家族の皆様に、心より感謝申し上げます。

校長講話で使用したスライド

しんち観 海フェ ス 　 R7.8.23遊海し んち 2025　 R7.8.2
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